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①札幌の魅力・課題～札幌市民・居住経験者アンケート（札幌市まちづくり戦略ビジョン）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②札幌の都市力～GPCI_2012（森記念財団）より 

世界を代表する主要都市（ニューヨーク、パリ、東

京、大阪、福岡）に加え、人口100万人以上の政令市

（札幌、仙台、さいたま、川崎、横浜、名古屋、京都、

神戸、広島）についてグローバル都市との比較から位

置づけを明確化 

 

分野 札幌のポジション（Total＋９政令市中） 主な評価の視点 

経済 

40/49 8/9（1位；横浜） 

市場の規模、市場の魅力、経済集積、人的集積、ビジネ

ス環境、法規制・リスク 

研究・開発 

33/49 4/9（1位；京都） 

研究集積、研究環境、研究開発成果 

文化・交流 

47/49 7/9（1位；京都） 

交流・文化発信力、集客資源、集客施設、受入環境、交

流実績 

居住 

10/49 4/9（1位；名古屋） 

就業環境、居住コスト、安全・安心、生活環境、生活利

便性 

環境 

16/49 5/9（1位；京都） 

エコロジー、汚染状況、自然環境 

交通・アクセス 

45/49 7/9（1位；川崎） 

国際交通ネットワーク、国際交通インフラキャパシテ

ィ、都市内交通サービス、交通利便性 
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順位 項目 点数

1位 ①自然-3)四季の変化がはっきりしている 4.37

2位 ①自然-1)身近に豊かな自然がある 4.23

3位 ①自然-2)良質な水資源が豊富にある 4.07

4位 ②環境-2)市街地に公園、緑地、樹木、水辺などが多い 3.97

5位 ⑥安心-5)災害が少なくて安心して暮らすことができる 3.84

6位 ①自然-4)夏が冷涼で過ごしやすい 3.74

7位 ①自然-5)雪国ならではの暮らしや文化を楽しむことができる 3.71

8位 ②環境-1)まちが清潔できれいに維持されている 3.61

9位 ⑤文化-3)四季折々の札幌の風物詩を楽しめるイベントなどが多い 3.56

10位 ③景観-3)札幌のシンボルとなるような空間や景観がある 3.56

11位 ③景観-4)気持ちよく歩ける・散策を楽しめる道が整備されている 3.55

12位 ③景観-1)美しいまち並みや景観が形成・保全されている 3.54

13位 ⑩都市機能-2)高度な医療機能・専門的な医療機関が集積している 3.54

14位 ②環境-4)ごみ減量やリサイクルなど省資源の取組が進んでいる 3.50

15位 ⑨交流-3)海外から多くの観光客が札幌を訪れている 3.47

16位 ⑩都市機能-3)大学などの高等教育機関・研究機関が集積している 3.47

17位 ⑤文化-2)多様なスポーツを楽しめる場所や機会が多い 3.37

18位 ④歴史-2)まちの伝統行事や祭事などが受け継がれている 3.37

19位 ④歴史-3)まちの歴史を学び知ることのできる資料館や記念館がある 3.35

20位 ④歴史-1)まちの歴史を伝える史跡や遺産などが保存されている 3.34

21位 ③景観-2)札幌らしい印象的な建物が活用・整備されている 3.33

22位 ⑧経済-3)道産食材を活かした札幌ならではの食文化、食産業が充実している 3.29

23位 ⑩都市機能-1)国際的に評価の高い文化・スポーツ施設などが整備されている 3.23

24位 ⑤文化-1)質の高い芸術文化に触れることのできる場所や機会が多い 3.22

25位 ⑩都市機能-4)新しい魅力やにぎわいを創出する都心のまちづくりが進んでいる 3.21

順位 項目 点数

1位 ①自然-1)身近に豊かな自然がある 4.36

2位 ①自然-4)夏が冷涼で過ごしやすい 4.35

3位 ②環境-2)市街地に公園、緑地、樹木、水辺などが多い 4.27

4位 ③景観-3)札幌のシンボルとなるような空間や景観がある 4.20

5位 ③景観-4)気持ちよく歩ける・散策を楽しめる道が整備されている 4.16

6位 ①自然-2)良質な水資源が豊富にある 4.15

7位 ⑧経済-3)道産食材を活かした札幌ならではの食文化、食産業が充実している 4.12

8位 ③景観-1)美しいまち並みや景観が形成・保全されている 4.09

9位 ②環境-1)まちが清潔できれいに維持されている 4.08

10位 ③景観-2)札幌らしい印象的な建物が活用・整備されている 4.03

11位 ①自然-3)四季の変化がはっきりしている 4.01

12位 ⑤文化-3)四季折々の札幌の風物詩を楽しめるイベントなどが多い 4.00

13位 ⑧経済-4)札幌ブランドの優れたモノやサービスなどが開発されている 3.90

14位 ①自然-5)雪国ならではの暮らしや文化を楽しむことができる 3.86

15位 ⑨交流-3)海外から多くの観光客が札幌を訪れている 3.85

16位 ⑥安心-5)災害が少なくて安心して暮らすことができる 3.82

17位 ⑨交流-5)札幌を訪れる人々が長時間滞在して楽しむ環境が充実している 3.78

18位 ⑨交流-4)札幌を訪れる人々に親切な案内や情報が提供されている 3.78

19位 ④歴史-1)まちの歴史を伝える史跡や遺産などが保存されている 3.76

20位 ⑥安心-1)子供を安心して産み育てやすい環境が整っている 3.72

21位 ⑤文化-2)多様なスポーツを楽しめる場所や機会が多い 3.69

22位 ⑩都市機能-4)新しい魅力やにぎわいを創出する都心のまちづくりが進んでいる 3.67

23位 ⑩都市機能-3)大学などの高等教育機関・研究機関が集積している 3.66

24位 ④歴史-3)まちの歴史を学び知ることのできる資料館や記念館がある 3.64

25位 ④歴史-2)まちの伝統行事や祭事などが受け継がれている 3.62

※GPCI；Global Power City Index 

～地球規模の都市間競争下において、より魅力的でクリエイティブな

人々や企業を世界中から惹きつける、いわば都市の“磁力”こそが「都

市の総合力」であるとの観点に立ち、森記念財団が独自に 2008 年

から世界の主要都市の総合力を評価し、順位付けしたもの。 

4.0 

3.4 

3.8 

3.7 

3.6 

3.9 
3.7 

3.4 

4.0 

3.8 

①人口減少・少子化・

高齢化への対応
②地域コミュニティの

強化・市民自治の推

進

③保健・医療・福祉の

充実

④経済・雇用対策

⑤グローバル化への

対応

⑥地球環境問題への

対応

⑦都市機能の再編成

⑧文化・創造・スポー

ツ

⑨震災への対応や災

害に強いまちづくり

⑩北海道活性化のた

めの札幌の役割の発

揮

順位 項目 点数

1位 ①少子高齢化-1)安心して子供を産み育てることのできる環境づくり 4.13

2位 ⑨防災-4)医療等の緊急支援機能の確保 4.09

3位 ①少子高齢化-4)老後も安心して暮らしつづけることのできる環境づくり 4.05

4位 ①少子高齢化-3)子どもが健やかに夢や希望を持って育つ環境の充実 4.04

5位 ⑩北海道活性化-1)道内各地の地域医療や救急医療を支援する取組 4.03

6位 ⑥地球環境問題-1)自然エネルギー、未利用エネルギーなどの活用 4.00

7位 ⑨防災-5)冬季の自然災害に強いまちづくりの推進 3.98

8位 ①少子高齢化-2)子育てと仕事の両立を支援する社会の仕組みづくり 3.98

9位 ⑥地球環境問題-3)市街地の緑地や水辺などの育成、生態系の保全 3.98

10位 ⑩北海道活性化-2)北海道の大消費地としての地産地消の促進 3.97

11位 ③保健・医療・福祉-5)高齢者が安心して暮せる住まいや介護サービスの充実 3.96

12位 ⑥地球環境問題-4)ごみ排出量の抑制とリサイクルの推進 3.93

13位 ⑨防災-1)大規模災害の被災地復興を継続的に支援する取組み 3.93

14位 ⑨防災-2)災害の少ない札幌への経済・行政機能の受け入れ 3.92

15位 ⑨防災-3)市民の助け合いで災害被害を最小限にする地域防災力の強化 3.89

16位 ⑦都市機能-4)車に頼らなくても生活できる公共交通ネットワークの充実 3.88

17位 ④経済・雇用-5)若年層の就職支援 3.88

18位 ③保健・医療・福祉-1)市民の健康づくりや検診・予防活動の促進 3.84

19位 ⑦都市機能-3)徒歩圏に生活利便施設が整った、歩いて暮らせるまちづくり 3.82

20位 ①少子高齢化-5)高齢者が生き生きと社会活動に参加できる場づくり 3.81

21位 ④経済・雇用-3)札幌の強みを生かした産業の重点的な振興 3.81

22位 ⑥地球環境問題-2)省エネルギーの住宅、自動車、家電などの普及促進 3.80

23位 ⑥地球環境問題-5)エネルギーの使用を抑えたライフスタイルへの転換 3.79

24位 ③保健・医療・福祉-4)認知症予防や介護予防などの推進 3.79

25位 ③保健・医療・福祉-3)健康・医療・福祉に関する情報や相談機能の充実 3.79
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順位 項目 点数

1位 ⑥地球環境問題-1)自然エネルギー、未利用エネルギーなどの活用 4.23

2位 ①少子高齢化-4)老後も安心して暮らしつづけることのできる環境づくり 4.21

3位 ⑥地球環境問題-3)市街地の緑地や水辺などの育成、生態系の保全 4.17

4位 ⑥地球環境問題-2)省エネルギーの住宅、自動車、家電などの普及促進 4.12

5位 ④経済・雇用-5)若年層の就職支援 4.11

6位 ①少子高齢化-1)安心して子供を産み育てることのできる環境づくり 4.10

7位 ⑨防災-5)冬季の自然災害に強いまちづくりの推進 4.10

8位 ⑦都市機能-4)車に頼らなくても生活できる公共交通ネットワークの充実 4.10

9位 ④経済・雇用-3)札幌の強みを生かした産業の重点的な振興 4.09

10位 ⑨防災-4)医療等の緊急支援機能の確保 4.09

11位 ①少子高齢化-2)子育てと仕事の両立を支援する社会の仕組みづくり 4.09

12位 ⑩北海道活性化-1)道内各地の地域医療や救急医療を支援する取組 4.08

13位 ⑥地球環境問題-4)ごみ排出量の抑制とリサイクルの推進 4.08

14位 ③保健・医療・福祉-5)高齢者が安心して暮せる住まいや介護サービスの充実 4.07

15位 ①少子高齢化-3)子どもが健やかに夢や希望を持って育つ環境の充実 4.07

16位 ⑦都市機能-3)徒歩圏に生活利便施設が整った、歩いて暮らせるまちづくり 4.07

17位 ④経済・雇用-4)札幌の優位性を生かした企業の誘致 4.05

18位 ⑦都市機能-2)来訪者に札幌の魅力を印象づける美しい景観と環境づくり 4.04

19位 ①少子高齢化-5)高齢者が生き生きと社会活動に参加できる場づくり 4.04

20位 ⑥地球環境問題-5)エネルギーの使用を抑えたライフスタイルへの転換 4.03

21位 ⑩北海道活性化-2)北海道の大消費地としての地産地消の促進 4.01

22位 ⑩北海道活性化-5)北海道の交通ネットワークの拠点機能としての役割 3.95

23位 ③保健・医療・福祉-2)身近な主治医や家庭医などの普及 3.95

24位 ⑦都市機能-1)札幌の魅力と都市文化を体感できる象徴的な都心づくり 3.95

25位 ③保健・医療・福祉-3)健康・医療・福祉に関する情報や相談機能の充実 3.94

札
幌
市
民 

札
幌
市
居
住
経
験
者 

札幌の魅力 札幌の課題 

札幌の魅力 札幌の課題 

［参考］札幌・都心の強み・弱み 
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③札幌市まちづくり戦略ビジョンにおいて重視するまちづくりの視点（計画の骨子を支える取組の力点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤総括 都心まちづくり計画の検討に際して重視すべき視点、計画の方向性～札幌都心のSWOT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強 

み 

弱 

み 

脅 威 機 会 

◎人口減少社会・超高齢社会の到来 

◎経済活力の低迷、国際競争力の欠落 

◎地球環境問題の深刻化、ｴﾈﾙｷﾞｰ供給への

不安 

◎戦略ﾋﾞｼﾞｮﾝに掲げる都心像実現への要請 

◎北海道新幹線等、新たな交通基盤の構築 

◎災害危険性の低さへの全国的な優位性 

◎都心、周辺地区への人口回帰 

◎都心の重層的マネジメント構築への要請 

◎象徴性・集客性 

◎都市基盤の充実

（道路・交通・エ

ネルギー） 

◎まちづくり会社に

よるエリアマネジ

メント 

◎官民連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

の推進 

◎創成東の機運 

◎都心商業地の売

上の低下 

◎既存ストックの

老朽化 

◎連鎖・連携の波

及性の発揮 

◎都心居住者間の

つながりの希薄

さ、コミュニテ

ィの弱体化 

●交通結節性の高さと今後の機能強化を活

かした国際化・都市観光の強化 

 

●札幌の立地性、自然災害への耐性を活か

した企業立地の促進 

 

●既存インフラ・ストックを活かした自立

性の高いエネルギー基盤の強化 

 

●集約連携都市の実現を先導するコンパク

トな市街地への再編を創成東から展開 

 

●エリアマネジメントと都心の包括的マネ

ジメント体制の構築による重層的マネジ

メントの実現 

●地域密着型のエリアマネジメントの展開

による都心コミュニティの強化 

 

●都心の交通利便性、地下ネットワーク等

の既存ストックの活用、創成東の居住ニ

ーズ、高齢社会に対応した都心居住モデ

ルの実現 

 

●官民連携プロジェクトの連鎖的展開、新

たな機能誘導による活力の向上 

 

●官民連携プロジェクトを通じた低炭素型

市街地形成の推進による先進性の発揮 

●都心アクセス強化、北海道新幹線等の国

内外とのﾈｯﾄﾜｰｸ強化を背景とした国際的

観光・ビジネス・MICEの促進 

 

●都心回帰を活かしたコミュニティビジネ

ス、起業の促進 

 

●エリアマネジメントの仕組みの強化・育

成による都心ｺﾐｭﾆﾃｨの再構築・新たなつ

ながりの誘発 

●世界にターゲットを置いた経済活性化戦

略の構築による国際性の発揮 

 

●ストックの長期的・持続的更新に際して

低炭素化、持続可能性を向上 

 

●多様な世代がつながり、安心して生活で

きる住環境・コミュニティの強化 

内
的
要
因 

外部環境 
●札幌・都心を取り

巻く社会経済情

勢の変化・時代の

潮流 

●都心の特性・課題 

戦略的 

テーマ 

地域 

経済 

環境 

創造戦略（10年間の取組） 

地域福祉力創造戦略 

共生社会創造戦略 

地域マネジメント創造戦略 

札幌型産業創造戦略 

都市ブランド創造戦略 

産業人材創造戦略 

低炭素型都市創造戦略 

次世代型エネルギー創造戦略 

～地域福祉活動主体への支援・ﾈｯﾄﾜｰｸ強化 

～地域密着型福祉ｻｰﾋﾞｽの提供体制づくり 

～地域防災体制の強化 

～ストック活用による多世代交流・生涯学習 

～子育て支援、若者支援の場・機会の充実 

～バリアフリー化等、歩いて暮らせるまちづくり 

～担い手の発掘・育成と活動拠点づくり 

～まちづくりセンターを拠点としたマネジメント 

～雪と共生する環境づくり 

～食関連産業の基盤強化 

～新たな都市観光の創造・消費拡大 

～環境産業、健康・福祉産業の創造 

～アジア、北方圏へのマーケティンクﾞ、MICE誘致 

～起業支援、札幌コンテンツ特区の活用 

～企業集積の促進、シティプロモート 

～国際化に対応した教育の推進 

～女性の起業・就職支援、子育て支援 

～ソーシャルビジネスの立ち上げ支援 

～二酸化炭素排出抑制に資する都市計画 

～交通結節点への機能集積、交通利便性向上 

～みどりの創出とネットワーク化 

～次世代型エネルギー・再生可能エネルギーの普及 

～自立分散型エネルギーネットワークの展開 

～廃棄物減量、エネルギー回収等の循環システム 

都市空間再編の方向性 

[基本目標] 

集約型 

連携都市への 

再構築 
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都心の将来像 ●都心まちづくり計画の見直し 

重点的なまちづくりの

推進 

●魅力と価値向上をけん引する交流拠点の

整備 

●ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ等、賑わい・憩いの空間創出 

●再開発等の積極的推進 

●創成東地区のまちづくり推進 

●重層的マネジメントの展開 

都心の回遊性向上・交通

環境の改善 

●回遊を高める多様なネットワークの強

化・拡大 

●自転車利用環境の改善 

先進的・積極的エネルギ

ー施策の展開 

●エネルギー施策に関する将来像検討 

●エネルギーネットワークの強化・拡大 

●エネルギーマネジメントの促進 

持続可能な都市を支え

るネットワーク 

 

●新幹線を見据えた取組の推進 

●都心アクセス強化道路軸の検討 

●民間施設への緑化支援 



●沿道建物の更新・改修による軸形成の誘導

　：北１西１街区再開発事業の推進

　　～整備方針；「水辺空間に呼応する空間整備」

　　　「東西市街地の連携強化」

●沿道建物の更新・歩行者ネットワーク

　：地下歩行空間との接続

●地上歩行者空間の拡充

　：車線削減による歩行空間の拡充

●軸形成の誘導

　：景観形成地区「札幌駅前通北街区地区」

●新しい環境を生みだす都市基盤施設の整備

　：創成川通連続アンダーパス化（H21)

　：創成川公園の整備（H23)

●公共空間等の多面的活用の促進

　：狸二条広場運営協議会の設置と利用ガイドライン作成

　：「狸二条広場」におけるイベント等の展開

●場所の持つ歴史的役割を継承した新たな都市開発の推進

　：北３西４地区ニッセイビル

　：都市再生特別地区【北２西４地区】

　：都市開発と連動した北３条広場の整備

●場所の持つ歴史的役割を継承した新たな都市開発の推進

　：北４東６周辺地区における都市再生事業の推進

　：エネルギーネットワークの実現検討の推進

　：札幌市中央体育館の移転をはじめとする事業への札幌市の参画

●公共的空間の多面的活用

　：大通公園におけるイベントの実施と

　　活用に係る弾力的な規制緩和

●沿道建物の更新・改修による軸形成の誘導

　：大通交流拠点における施設整備

●沿道建物の更新・改修による軸形成の誘導

　：大通地区の「景観形成重点地区」への指定（H19）

【札幌駅交流拠点】

●広域的な文化機能を含む複合的都市開発の推進と

　拠点性の向上

　：南口再開発に伴う中核的な商業拠点の形成（H15）

【札幌駅交流拠点】

●広域的な文化機能を含む複合的都市開発の推進と

　拠点性の向上

　：札幌駅南口地区、北口地区に対する景観形成地区の指定（H19）

　：札幌駅交流拠点再整備構想の提言（H24）

【創世交流拠点】

●これからの都心が備えるべき機能の導入

　：北１西１地区再開発事業の都市計画決定（H25）

　：再開発事業を通じた市民交流複合施設の整備

【創世交流拠点】

●新たなモデルとなる都市空間を創出する基盤施設の整備

　：再開発施設におけるエネルギー供給拠点整備の推進

【大通交流拠点】

●周辺建物の更新・改修による拠点形成の誘導

　：北洋大通センタービル、札幌大通西 4 ビルの整備

　：大通交流拠点地下広場整備基本計画（H24）に基づく

　　地下接続、一体的な公共空間整備
【大通交流拠点】

●公共空間等の多面的活用

　：大通交流拠点地下広場整備基本計画の策定（H24）

　：大通まちづくり会社によるにぎわい創造事業等

◆【地下空間の拡充と活用】地下空間の活用

　：大通交流拠点の整備

【ターゲットエリア；都心商業エリア】

●地区別のまちづくり指針の検討

　：南１条地区開発事業推進協議会を中心とした

　　地区のビジョン検討

◆【北三条通の強化】地域資源を生かした魅力ある空間の形成

　：旧永山武四郎邸・旧三菱鉱業寮の改修・活用検討（H25 ～）

　：永山記念公園における空間活用によるイベントの展開

　　（創成東開拓使プロジェクト）◆【交流拠点の形成】交流空間の創出と活用

　：北 3 条広場の整備

◆【交流拠点の形成】交流空間の創出と活用

　：狸二条広場の整備

●●●●　都心まちづくり計画の展開プログラムに定める取組（骨格軸）

◆　都心まちづくり戦略に定める重点的取組

◆【地下空間の拡充と活用】地下空間の活用

　：500ｍ美術館の常設化

◆【地下空間の拡充と活用】地下空間の活用

　：北２条広場の活用

●●　都心まちづくり計画の展開プログラムに定める取組（交流拠点・ターゲットエリア）

【参考】都心まちづくり計画（H14）の展開プログラム、並びに
都心まちづくり戦略（H22）の重点的取組に基づく成果

●まちづくり指針

札幌駅前通北街区地区計画（H20)

●札幌駅前通地下歩行空間の整備（H22)

●エネルギーネットワークの基幹整備（H23)

●公共空間等の多面的活用の促進

　；大通まちづくり会社による道路空間の活用

　　（イベント・すわろうテラス）

　：沿道事業者による実証実験

　　（オープンカフェ、歩道緑化）

◆【都心まちづくりの重点的取組】『重点地区』の指定（H22）

　：持続可能なコンパクトシティの実現を支える上で高いポテン

　　シャルを有する創成川以東地区を都心まちづくりの『重点地

　　区』として位置付け

◆創成川以東地区まちづくり構想の作成とまちづくり会議からの

　提言（H24）

◆創成東地区まちづくりの基本的考え方のとりまとめ（H25）

◆【都心まちづくりの重点的な取組】：東四丁目線の強化に向けた取組

～創成川以東地区における、市民、来街者の回遊・交流を生み出す魅力

　的な街並み形成を含め、人を中心としたまちづくりを支える基軸を

　『展開軸』として位置づけ、まちづくり構想、基本的考え方において

　空間像を検討
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■Foot Traffi Ahead■ 

The George Washington University School of Business 

●アメリカ主要３０都市において、558 の

歩きやすい空間を備えた街（Walkable 

Urban Place、以下WalkUP）がある。 

●『Foot Traffi Ahead』では、これら３０

の都市を現状の歩きやすい都市づくりの考

え方に基づきランク付けし、さらに４つの

レベルで分類している。 

●歩きやすい街を有する都市の大半が、一人

あたりの GDP が高い数値を示すと共に、

総人口における２５歳以上の高学歴者の比

率の高さを示している。 

［参考］歩きやすいまちづくりがもたらす効果の事例 

■Walk UP／Walkable Urban Place（歩きやすい街）■ 

●『Foot Traffi Ahead』では、『WalkUP』を指標として、都市のランキングを行っている。 

●WalkUP は、様々なタイプの不動産が集積・複合化し、バス、電車、自転車道等の多様な交通手段によって周辺市街地と

の高い結びつきが実現していることが特徴である。 

●WalkUP に暮らし、訪れる人々にとっては、日常の活動を支える場（住宅、職場、学校、店舗、飲食店等）が全て徒歩圏

にある。 

 

■WalkUPを志向する都市の分類 

●ランキングに際しては、以下の４つの視点から都市のWalkUP度合いを評価している。 

◆高次にWalkUPを展開する都市～都市の拡大の終焉を予測し、郊外部の開発よりWalkUPsの形成を推進する都市 

◆緩やかにWalkUPを展開する都市～WalkUPの形成と郊外開発を両輪で展開するが、WalkUPの形成比重が高い都市 

◆部分的なWalkUPを展開する都市～郊外開発が進展する一方で、中心市街地でWalkUP形成の傾向が見られる都市 

◆WalkUPの形成に傾注しない都市～郊外開発を展開しつづけ、WalkUPは中心市街地再生の中でのみ実現している都市 

歩きやすい都市のランクと

市民一人当たりの GDP の

高い相関 

歩きやすい都市のランクと

教育レベルの高い相関 

●将来予測については、WalkUPへのオフィス 
●現況の WalkUP は、2014 年最初の四半世紀でのオフィス・商業床の

集積割合からランキングされている。 




